
2類感染症を想定した
CT撮像時の感染対策例の紹介

（COVID-19を含む）

各施設にて感染症対策部署と相談しながら、

実効的かつ最適な方法をとりきめてください。

あくまでも対策の一例としてご参考にしてください。



【標準感染防護具】

患者：サージカルマスク

医療従事者：

サージカルマスク、エプロン、手袋、

フェイスシールドまたはゴーグル

＊エアロゾルが発生する処置

（気道吸引、気管内挿管）では，空気感染予防策が必要

（N９５マスク、フェイスシールドまたはゴーグル、ガウン、手袋）



①防護手順

１．手指消毒



①防護手順

２．長袖ガウン着用



①防護手順

３．サージカルマスク

必要に応じてN95マスク(夜間等)、

フェイスシールドまたはゴーグルの着用



①防護手順

４．手袋の着用



①防護手順

５．CT寝台にディスポシーツを敷く



①防護手順

６．患者呼び込み （患者にサージカルマスク装着してもらう）

※必ずしも検査着に着替える必要はありません．



②撮像（ポジショニング後）

１．手袋を外す （操作室に出る際にCT室内で脱衣を行う）



②撮像（ポジショニング後）

２．再び手指消毒



②撮像（ポジショニング後）

３．長袖ガウンの脱衣 感染症病室内の感染性廃棄物用容器に廃棄

※可能であれば着替えの補助を．

※ガウン前面は全体が汚染

されていると認識して扱う．



②撮像（ポジショニング後）

４．手指消毒



②撮像（ポジショニング後）

５．サージカルマスクを外す

必要に応じてN95マスク(夜間等)、

フェイスシールドまたはゴーグルの着用



②撮像（ポジショニング後）

６．手指消毒



③撮像終了後（患者を寝台から降ろす際）

１．手指消毒

スキャン 終了！



③撮像終了後（患者を寝台から降ろす際）

２．長袖ガウン着用



③撮像終了後（患者を寝台から降ろす際）

３．サージカルマスク着用

必要に応じてN95マスク(夜間等)、

フェイスシールドまたはゴーグルの着用



③撮像終了後（患者を寝台から降ろす際）

４．手指消毒後，手袋の着用



④撮像後の対応

１．ガウン、手袋は廃棄 感染症病室内の感染性廃棄物用容器に廃棄

患者，退室



④撮像後の対応

２．手指消毒後、感染対策用エプロン、手袋着用



④撮像後の対応

３．清拭消毒 装置はアルコール或いは抗ウイルス作用有クロスで



④撮像後の対応

３．清拭消毒 装置はアルコール或いは抗ウイルス作用有クロスで



④撮像後の対応

３．清拭消毒 装置はアルコール或いは抗ウイルス作用有クロスで

操作室側，患者入退室ドアのいずれも消毒を．

CT装置側の操作パネル等も忘れずに．



④撮像後の対応

４．清拭時使用クロスや手袋は感染性廃棄物用容器に廃棄



④撮像後の対応

５．再使用にあたり適切かつ十分な換気を行う

※結核菌の場合の，換気回数と空気汚染除去効率

https://med.saraya.com/gakujutsu/guideline/pdf/kankyocdc.pdf

「医療施設における環境感染管理のためのCDCガイドライン」12p.より，許可を得て転載．

https://med.saraya.com/gakujutsu/guideline/pdf/kankyocdc.pdf

